
放射光 X 線微細加工による 

マルチスケール・リソグラフィーへの展開 

〜ナノ・マイクロ構造を大面積で実現すると何がおきる？〜 
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スバルには、ものづ

くりを行うための

ビームラインが 2 本あります。放射光

X 線を用いることで、サブミクロンか

らマイクロスケールのサイズで深い

構造体を形成することが可能です。最

大 A４サイズで、微細構造を形成でき

ることから、様々な利用への展開が期

待されています。例えば、空中に映像

が浮き上がる空中映像素子や通常の

レントゲン写真では観察できない軟

骨などを観察するための X 線光学素

子などへの展開が期待されています。

本研究では、ナノスケールの構造体も

形成できる機構を現在の装置に組み

合わせることで、ナノスケールの構造

物を大面積で創製することに取り組んでいます。また、ものづくりプラットフォームを活用したマイクロ

化学システムへの展開も行っており、環境分析や医療検査用多項目・多検体検査システムも構築していま

す。 

高精度、ナノ・マイクロ構造、大面積加工を実現することで、半導体微細加工・機械加

工では実現できない領域でのものづくりが可能になります。マイクロ化学システムへの

展開も期待できます。 
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